孝太郎　第６号


永禄三年五月十八日（西暦一五六〇年六月二十一日）。尾張、沓掛城。織田氏を殲滅せんと尾張に侵攻した駿河・三河連合軍（総勢二万五千）、その総大将・今川義元の本陣が設けられている。雲間からのぞく下弦の月が、辺りを照らしている。闇の中に浮かび上がる城は、いつになく物々しい。

一方、城から少し離れた林の中には、同じ月明かりに照らされて進む一団の人影があった。低い話し声が聞こえる。

「それにしても暑い。」

「この蒸し暑さでは、今川も我らを攻める気にはなるまい。」

「ははは。その読みには一理があるかもしれん。」

「しかしこういう時は、一雨来ればすぐに涼しくなるものだ。そう決め付けるものではない。」

「とにかく、もう少し城に近づこう。ここからでは様子がさっぱり分からぬ。」

「月が明るい。用心しろ。」

　と、そのとき、ギャッと叫んだかと思うと、一人が倒れた。政綱はとっさに伏せた。伏せざまに叫んだ。

「忍びの者か！」

草むらの相手は答えない。だが、逃げようともしない。

「今川の忍びだな、出て来い！」

政綱の声を聞いて、相手が身を固くしたのが、張り詰めた気配から感じられた。長い沈黙の後、ぎょっとしたのは政綱のほうであった。茂みの中から、女のつぶやくような声で、

「政綱さま……」

と呼ぶのである。政綱はハッとした。確かに聞き覚えがあった。この声は……

「その声は、おきぬではないか！」

静かに姿を現した忍び装束の女は、まぎれもなく、きぬその人であった。長いまつげの影が白い頬にうちかかり、恥じらいを帯びて伏せる美しい顔が月光に映えた。政綱は息を呑んだ。――実に四年ぶりの再会であった。

　ようやく心を落ち着けた政綱は、しばらくその場で待つよう部下達に命じた。そして、静かにきぬのもとに歩み寄り、その手を取って傍らの樹下へ導いた。
＊　　　＊　　　＊

　簗田政綱は尾張の国人である。簗田氏は、彼の父の代から在地領主となり、尾張・三河の国ざかいの一帯を領していた。政綱はその次男であり、館に下女として働きに来ていたのが、きぬであった。きぬもその地域の生まれで、両親が早くに亡くなったため、簗田の好意で身を寄せていたというのが実際のところだった。

　二人が最初に出会ったのは、きぬが初めて簗田家にやってきた日。きぬは十五、政綱は十七であった。一目で政綱は夢中になった。何度も言い寄る政綱だったが、支配する者とされるものという立場の違いを考えてか、最初、きぬはためらいがちだった。それでも次第に打ち解けてゆき、他愛もない会話から始まって、出会いから一年が経つ頃には、二人は愛を語るようになっていた。政綱はきぬを、一生かけて守るべきEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひと),女)と思い、きぬは政綱に添い遂げることを誓った。

　きぬは簗田家にも順調に馴染んでいった。よく働いたし、細かいところにも気を配るので、家人にはたいそう可愛がられた。

ところで、きぬには一つ、不思議な素質があった。それは超人的な身体能力である。飛ぶこと、走ることにかけては、目を見張る素早さ、軽やかさがあった。ある時、飼猫が高い松の木に登って下りられなくなったことがあったが、きぬはひょいひょいと枝を伝って登っていき、猫を抱き上げるとそのまま飛び降りた。家人は皆、唖然として見ていたが、当の本人は平気な顔だった。細身でたおやかな軀と、俊敏な動きとの不釣合いが、かえって政綱を魅了した。成人間近の歳ではあったが、二人で野山に出かけ、戯れることも多かった。

ある夏の日の昼下がり、二人は近くの川辺に遊んでいた。深緑の山間にあるその小川には、深い淵のようになっている場所があって、モロコやイワナなどの川魚が周遊していた。きぬが岩の上からスッと飛び込む。魚たちと戯れ、さっと手を伸ばしてそのうちの一匹を捕らえて、政綱のところに持ってくる。おまえは翡翠か、と笑いながら、政綱はきぬのすばやさに感心した。きぬの白い肌は、夏の太陽と山の緑にまぶしく映えた。透き通る水の中で、リズミカルに舞う美しいきぬの肢体を、政綱は飽くことなく眺めているのだった。

悲劇はその日の夜更けに起こった。火事だ、という声で政綱は目を覚ました。外では人が騒ぐ声がする。慌てて部屋を飛び出すと、館の一角が火の海になっていた。呆然と立ちつくす政綱を見つけて、早くお逃げくださいと下男が叫んだ。きぬの安否が心配だったが、火の勢いはそれどころではなかった。

この事件は今川軍の仕業だった。今川軍と言っても、三河の国ざかいに配置されている、いわば国境警備隊の分団である。簗田の館がある尾張・三河の国ざかいでは、しばしば織田・今川両軍による小競り合いが起こった。中枢からの命令がなくても、ささいなことがきっかけで、集落を焼き、食糧を奪い、女を襲うという蛮行が繰り返された。隣り合う両国の民は、この迷惑な争いにおびえながら、暮らしていたのである。そしてこの日、その魔の手が、簗田家にも襲いかかったのである。

幸い敵兵は少数で、すぐに引き上げていったので、館への損害は広がらずに済んだ。しかし、きぬの姿が見えない。政綱は胸のつぶれる思いで探したが、ついに見つからなかった。焼死体も見つからないので、おそらく今川の兵にさらわれたのだろうという結論で家人は一致した。皆、唇をかんだ。

　きぬはさらわれたのだ。男たちからどんなひどい仕打ちをうけているのか。さんざん辱められた挙句、最後は殺されるのか……。考えるだけで苦痛だった。いや、あのきぬのことだ、もしかするとうまく逃げ出して、まもなく帰ってくるかもしれない。そんなわずかな望みも、日が経つにつれて、かなわぬことが明らかになっていった。
そんな中、次男である政綱は簗田家を出て、尾張領主・織田信長に仕えることとなった。簗田政綱、十八歳の冬であった。

　一方のきぬは、あの夜の今川軍の狼藉の際、寝ているところを兵の一人にさらわれたのだった。しかし、なぜか辱めを受けることはなく、そのずば抜けた身体能力に目をつけられて、今川の女忍びとして働くよう言われた。あるいは、今川方は最初からそのつもりで、きぬを連れ去ったのかもしれない。とにかく、きぬとしては、うべなうほかに道はなかった。無論、きぬは尾張の人間であるから、使う側もさすがに最初は用心していた。しかし、徐々にその能力が発揮され出し、仕事を忠実にこなすようになると、その姿を買われて、義元の身の回りで重要な任務を負うようになっていった。

＊　　　＊　　　＊

　二人の偶然の再会は、宿敵同士の配下としての再会であった。お互い凡そのいきさつを述べ合った後、二人はこの運命の残酷さに沈黙した。

「……先ほど、お仲間をひとり殺めてしまいました。どうか、お許しください。」

と、きぬの堅い声が言った。

「気にするな。大往生じゃ。」

また沈黙が降り立った。しかし、繰り返される沈黙の波のうちに、二人は互いの温かい息遣いを感じていた。きぬの鼓動が少しずつ高鳴ってゆくのが、政綱にははっきりと分かった。やがてきぬが、これまでと違った調子で、思い決めたように口を開く。

「政綱さま、今夜は、何ゆえここに……」

「今川が軍を動かす気配があるかどうか、探りを入れよとの、信長様の命だ。」

「ならば……」

「やめよ、何も申すな。」

慌てて制した。

「いえ、申します。義元様は明日の昼前、ここを出発され、南東に進軍して大高城に向かわれます。途中、桶狭間で休息を取られるとのこと。」

「おきぬ……」

全身を戦慄が走った。これは取り返しのつかないことである。戦において最も秘すべき機密を、いま政綱は、敵の忍びから入手したのである。同時に、きぬがそれをもらしてしまったことは、忍びの道に大きく外れることでもあった。

「政綱様、これこそ、あなた様が一番に求めていらっしゃる報せでありましょう。どうかこれを信長公にお伝えし、この戦、第一の功をお取りください。わたくしがしてさしあげられることは、このくらいしかありません。」

政綱は狼狽した。

「おきぬ、お前の思いは分かった。俺は幸せだ。もう何もいらない。おきぬ、俺を斬れ。自分の務めを全うしてくれ。こんなことを知ってしまった人間を生かしておいてよいのか？　これは義元公のお命に係わること。主君のためだ、俺を斬れ！　さもなくば、お前が生きてゆけなくなる。」
裏切った忍びが徹底的に抹殺される運命にあることは、政綱とてよく分かっている。きぬがそんな目に遭うなら、ここで自分が死ぬ方がよいと、とっさに思って言ったことだった。しかし、きぬは強い調子でそれを遮った。
「わたくしは、政綱さまを斬ってまで自分が生きようとは思いません。わたくしは、もはや今川の手先ではなく、政綱さまのきぬでございます。」

きぬの声は震えていた。政綱は、自分の覚悟にはるかに勝る、彼女のそれをはっきりと感じた。きぬは両手で顔を覆った。

「政綱さまが愛してくださるなら……」

後は声にならなかった。

　厚い雲に月が隠れて、辺りはスッと暗くなった。と思うと、大粒の雨が落ちてきた。漆黒の闇が二人を包み込んだ。

「明日、桶狭間で、必ずや戦功をお立てください。きぬはきっと陰から見ているでしょう。政綱さまの勇姿をこの目に焼き付けて……それから死ねるなら、この世に悔いはありません。」

「おきぬ……」

政綱はきぬを抱き寄せ、その切れた唇を吸った。雨に混じって、かすかに血の匂いがした。

「愛している……」

＊　　　＊　　　＊

翌十九日早朝、松平元康（後の徳川家康）の率いる今川軍の先鋒が、織田側の砦への一斉攻撃を開始した。この情報を最初に得たのは、沓掛から信長の居城・清洲城への帰途にいた政綱だった。

（先に元康を動かしたか。）

政綱は清洲に飛び戻ると、すぐに信長に謁見し、元康攻撃開始の情報と、そしてきぬから託された、今川義元本隊の行動予定を注進した。信長の眉がピクリと動いた。

「政綱、でかしたぞ。砦の一つや二つ、落ちても構わぬ。それよりも、義元の首じゃ。桶狭間なら勝機がある。」

つぶやくやいなや、声を張り上げた。

「出陣じゃ！　我に続け！」

信長は、甲冑もつけずに馬にまたがり、その鼻を南に向けて腹を蹴った。政綱以下数名の部下が、あわてて後に続いた。

　向かった先は熱田神宮である。今川との決戦を前に、必勝祈願をしようというのである。うす曇の空にようやく昇ってきた朝日を浴びて、勝たねばならない、と政綱は思った。殿のために、そして何より、きぬのために。

　熱田に着いたときには、いつの間にか二千余りの軍勢が集結していた。少数ではあるが、信長に命をささげる精鋭部隊である。神の住まいに似つかわしからぬ、並々ならない殺気が漂っていた。昨晩きぬの背中にまわした左掌と、うなじを支えた右掌を静かに合わせて、政綱は一心に祈った。自分にはきぬがついている。勝つのだ、勝たねばならない。

　熱田の南東およそ半里に位置する要所、善照寺砦。ここで織田軍は三千の軍勢を整えた。騎上の信長はすでに甲冑姿。采配が真南を指した。陥落寸前の味方の砦には一切立ち寄らず、桶狭間へ一直線の進軍命令であった。

　このころ、義元率いる今川軍の本隊は、織田軍の砦が陥落間近との報告を受けて、予定通り沓掛城を出撃。大高城との補給路を確保すべく、南東方向へ軍を進めていた。

「一雨来るかのう。」

西の空から伸びてくる黒雲に目をやって、義元がつぶやいた。

「涼むにはちょうど良いが、しかし、昨夜のようなどしゃぶりだとめんどうじゃ。天幕の用意はあるか？」

側のものが、ございますと返事をするかしないうちに、ザアッと大雨が降り出した。お、さっそく降って来おった、と言って、義元は笑った。

「予定通り、桶狭間で兵を休ませよ。ちょうどよい雨宿りじゃ。」

「雨か。」

「雨ですな。」

信長と政綱が同時につぶやいた。

「これで、今川軍に接近しても、気づかれにくくなります。」

「さよう、天は我らに味方したようじゃ。」

御意にございます、と言いながら、政綱は昨夜の雨を思い出していた。雨の匂いとともに、きぬと交したくちづけの感触が甦ってくる。思えば、あれがきぬと交した最初のくちづけであった。そして、おそらく最後の……。これはきぬが降らせた雨かもしれない。この雨は、きっと自分に味方してくれる。政綱は強く確信した。

　豪雨の中、信長軍は桶狭間へと急速に接近した。窪地を見下ろす小高い場所に出たとき、今川軍の天幕が見えた。旗印が風になびいている。あの旗の下に、大将は居る。間違いなく今川義元の本陣であった。見るところ、義元の周囲には多く見積もっても数百。明らかに手薄になっている。勝てる！　そう思うと、政綱は武者震いがした。そっと信長を見上げると、そこには自信に満ち溢れ、しかし隙を見せない若武者の顔があった。義元の旗印、ただその一点を睨みつけていた。

＊　　　＊　　　＊

正午。雨が弱まったその時を見計らって、織田軍が総攻撃に打って出た。敵軍の突然の出現に、今川軍は完全に虚を突かれた。怒涛の勢いで攻めかかる織田軍の閧の声と、逃げ惑う今川軍の悲鳴とが山腹にこだまして、辺りは阿鼻叫喚の世界と化した。

政綱も必死で戦った。最初は逃げ腰だった相手も、体勢を立て直して向かってくる。無論、彼らは政綱の敵だった。しかし、同時に彼らがきぬの見方であるという事実を、政綱は考えずにいられなかった。いや、違う。こいつらは、初めからきぬの敵なのだ。きぬの人生を狂わした憎きやつらなのだ！

きぬ、見ているか？　俺は力の限り戦っている。戦って勝つのだ。おまえのおかげで勝つのだ。お前のために勝つのだ。きぬ、お前のことは一生忘れない！

さすがに大大名の護衛隊だけあって、たやすく崩れることはなかったが、混戦の中、ついに今川義元の首が落ちた。首級をあげたのは、旗本の毛利新介だった。義元戦死によって、今川軍は瓦解した。大将を失った軍は、それこそ烏合の衆である。徹底的に織田軍の餌食になった。

＊　　　＊　　　＊

織田信長が勝った。これは、駿河や三河だけでなく、全国の戦国大名たちにとって、衝撃的な事件であった。織田信長という若者が、天下統一の候補者に名を連ねた瞬間だった。
戦後の勲功第一は、簗田政綱。今川軍の動向を事前につかみ、織田軍の集中攻撃作戦を可能にした、勝利の立役者として最大限に評価された。一番槍を突いた服部小平太、義元の首級をあげた毛利新介は二の次であった。政綱は、褒美として沓掛三千貫を与えられ、沓掛城主となった。

あの夜、きぬとの再会と別れを、静かに見下ろしていた沓掛城。きぬを忍びとして使った、今川義元の本陣・沓掛城。きぬが命を捨てることになったのも、もとはと言えば、この城のせいかもしれなかった。今、自分は、その城の主となっている……。戦勝によって勢いづく君主・信長を支えながら、政綱の心から、一点の悔恨が消えることはなかった。
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丸子理曼さん
故郷へかえりて見るは春ならでゆきし異国の夏の夜の夢
編集長さん
《評》

定員割れです（笑）今回応募作は二首でした。
一首目。夜行列車は重要アイテムで
歴史の示すとおり、織田信長はその後、天下人への階段を一気に駆け上ってゆく。その輝かしい過程において、いかなる状況のもとで、いかなる相手と戦う場合でも、信長が最も重視したのは「情報」であった。正確な情報をいかに早くつかむかが、勝敗を決する。そのことを信長は知っていたのである。これこそ、信長が「日本最初の近代人」との異名を取る所以である。そして、信長のこの思想によって、最初に認められた人物が簗田政綱であることは疑いのない事実である。　　　　　（完）
すね。東京大阪間が二時間半の時代とはいえ、あえて夜行列車の旅を選ぶ人も多いようです。この歌のように恋

人（そうとも限らないのですが）との別れとなれば、一晩かけて涙と一緒に思いを飲み込むためにも、長時間の移動は旅の大きな要素のひとつです。

　二首目。ＮＺから帰った日の京都に大寒波が襲っていたのを覚えているでしょうか。「ゆき」が掛詞になっています。「異国の」が「夏の夜」にかかるか「夢」にかかるかで解釈が分かれそうですが、三つの季節が織り込まれることで新古今的な幽玄さを放っています。時間も季節も違う場所に旅行すれば色々なことを思いますね。次の課題テーマも「旅」で行きますのでご応募お待ちしております。もちろん自由テーマも。
伴文庫
今回紹介する本―『教育改革と新自由主義』を読んだのは結構前のことですので、正直言って細かい内容までは覚えていません。それでもなお私がこの本について何か書こうとしているのは、この本のテーマが今の時勢においてまさにホットであるからです。

巷では教育基本法改定が叫ばれています。情報番組やなんかでもいろいろな議論がなされていますが、どうも要領を得ないものばかり。愛国心？　公共の精神？　教育の現場にいない者たちには結局、大事なことが何なのか分からない、といったところでしょうか。
さて、一方で「格差社会」という言葉が最近ようやく言われるようになりました。これは教育の分野についても応用の利く考え方で、経済格差によって教育の機会均等が実現できなくなる、ということが、まぁ現に起こっているわけです。
斉藤貴男氏が激しく糾弾するのはまさにここです。学習塾や私立高というような商売が成り立つのは仕方が無いにせよ、「ゆとり教育」に代表される国家レベルの教育施策までもがこの「格差」の構造を推し進めている、というのが
氏の論です。
―できん者はできんままでけっこう。戦後五十年、落ちこぼれの底辺を上げることばかりに注いできた労力を、これからはできる者を限りなく伸ばすことに振り向ける。百人に一人でいい、やがて彼らが国を引っ張っていきます。限りなくできない非才、無才には、せめて実直な精神だけを養っておいてもらえばいいんです―

教育課程審議会元会長のインタビューでこういった発言があったそうです。極端な例とはいえ、政府全体の風潮は大体こういう方向を向いているのでしょう。「国家のための人材育成」が教育の目的に位置づけられようとしているのです。

現行の教育基本法の下でさえも、日本人の、機会平等の権利は随分と侵されていることが、この本を読むとよく分かります。これを改定してしまってはどうなるのか…。きっと斉藤氏は今日の世相を見てきっとまた何か書いていることでしょう。今度調べてみようと思います。

孝太郎にこういった政治的な記事は似つかわしくないかもしれません。斉藤氏の思想にも色々な反論があり得るでしょう。しかしながら、堀川高校生として、こういうテーマについて考えてみることはきっと読者の皆さんの為になることと思い、紹介しておきます。
（田村峻一）
＊　　　　＊　　　　＊

  科学に関する本について書きます。

ここで紹介するのは上の文のように「ホット」な話題でないかもしれません。それに、科学なんていうのは「そんなの知ってたって生活の役に立たない」とさえ言われることがあるものです。かと言って「君のやっていることは全て役に立つのか」とか「役に立たないからこそ良いのだ」といった議論をするつもりはありません。
「生命の不思議、宇宙の謎」

「無限論の教室」

さて、これらが僕の紹介する本のタイトルです。第一印象はいかがですか。

まず一つ目の本についてですが、この本にはいろいろな科学者（自然科学に限られていなかったと思います）の書いたエッセイが集められています。エッセイというと、その人の「考え事」が文章化されたようなもので、それゆえにたまたま自分も同じような事を考えていて妙に共感したり、逆に合わない場合はとことん合わなかったりします。それぞれの内容に触れはしませんが、この「生命の不思議、宇宙の謎」の中には、少なくとも一つは、みなさんの「考え事」と重なっていたり関連していたりして、魅力的だとか興味深いとか思えるものが含まれているのではないでしょうか。
一つ目が不完全燃焼なまま二つ目に入ります。これは野矢茂樹さんの本です。「哲学の謎」もこの人の著作でしたよね。この本の内容はどんなのかというと、タイトルどうり「無限論の教室」です。確か、タジマ先生とタカムラさんと、あともう一人の三人で話がすすめられていきます。読んでいて優しい本だと思いました。必ずしも「易しい」という訳ではありませんが、無限って考えていて結構面白いものです。役に立たなくとも。
スペースに収めるためこの辺で切り上げますが、「俺って科学とか数学とかそういうの好きじゃないんだ。二値論理で」みたいな人も気軽に手に取ってみてほしいと思います。夏休みは無制限に借りられるんですよ。うちの図書館。（ｂｙ図書委員）
〈今回紹介した本〉
『教育改革と新自由主義』
斉藤貴男著

子どもの未来社寺子屋新書
『無限論の教室』

野矢茂樹著
講談社現代新書
『生命の不思議、宇宙の謎』

ウィリアム・Ｈ・ショア編
白揚社

　　

「明日へ向かって、さぁ、前進だ！」

だって？

なんの励ましだい？

人はみんな後ろ向きに歩んでるんだぜ
桶狭間　　　　　　　　　　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 15(かわ),革)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 15(しま),島)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 15(しゅう),秋)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 15(せん),遷)�











「短歌賞」作品募集のお知らせ　随時募集中です。課題テーマは、七月中旬頃までにお送り下さい。①自作の短歌（複数投稿可）②歌の注釈（任意）③氏名（ペンネーム・匿名可）の三点を書いてメールにて左記アドレスまでお送り下さい。「課題テーマ部門」「自由テーマ部門」それぞれ一首ずつ優秀作を選定します。
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